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●当院携帯サイトはこちらから

「戴帽式を終えた横浜看護学校1年生からメッセージ」

第21回　新しい概念「フレイル」とは？：

その特徴・予防と対策について

救命救急センター長　古谷　良輔

職員リレー紹介　第20回　

入院調整センター（PCC）の紹介

高校生一日看護体験を行いました！

 ～看護師になる夢への後押し～

　

安藤眼科クリニック

外来担当医表／編集後記

記事「戴帽式を終えた横浜看護学校1年生からメッセージ」はP1に掲載

行事紹介

特 集　－医師が語る疾患－

連載

お知らせコーナー

病診連携施設紹介

私たちは人権を尊重し、思いやりの心をもって安全で納得していただける
患者中心の医療を目指します。

私たちは、急性期の地域医療を基盤として質の高い総合的な専門医療を提供す
るとともに、関係医療機関と密接な連携をもつ地域完結型医療を目指します。

私たちは、健全な病院経営を心がけ、患者の皆様がより良い医療を受けられ、
地域で選ばれる病院になるべく日々努力していきます。
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・入学して半年、56回生は戴帽式の準備に取り

組む中で一致団結することができました。各係

のリーダーやメンバーが積極的に意見を出し合

いながら行動する姿を見て今後の学校生活がよ

り実りのあるものになると感じました。戴帽式

が廃止になる学校が多いなかで、家族や友人の

前で看護師になるための決意表明ができたこと

は、とても貴重な機会でした。この先、自分の道に

迷った時には戴帽式で誓った「誓いの言葉」を

思い返したいと思います。

　　　　　（戴帽式係リーダー：Ａ・Ｓさん）

戴帽式を終えた横浜看護学校1年生からメッセージ

行 事 紹 介

・戴帽式までに各係を中心に学年で話し合い行

動したことで無事戴帽式を迎えることができま

した。戴帽式で看護学生として大切な儀式を迎

えられ嬉しい気持ちと看護師への意思を改めて

固められたと思います。（Ｒ・Ｓさん）

・夏休みの間からナースキャップの作成や身だ

しなみを整えるためのチェックシートの作成を

しました。学年全員の協力もあり無事戴帽式を

終えることができました。ありがとうございま

した。（Ｋ・Ｈさん）

・身だしなみを全員がきちんと整えて、綺麗な

ナースキャップを戴帽され戴帽式を成功させる

ことができて良かったです。（Ｙ・Ａさん）

・看護師になる決意を固め、戴帽式に向け日々

練習をしてきました。最初は、誓いの言葉も難

しくクラスがまとまりませんでした。しかし、

係を中心に学生が主体的に練習することで団結

力が高まり一致団結することができました。今

後、困難に直面することもあると思いますが、

誓いの言葉を忘れずクラスメイトと力を合わせ

て頑張っていきたいと思います。（Ｒ・Ｓさん）

・戴帽式キャンドル係としてうまく取りまとめる

ことができなかった部分もありましたが、同級生

のみんなのおかげでスムーズに進めることができま

した。これからも周りの人と支えあって看護学校

生活を頑張りたいと思いました。（Ａ・Ｓさん）

・会場準備では、スケジュールを立て作業の指

示などリーダーとしての仕事がうまくできず、

本番までに間に合うか不安でした。しかし、係

のメンバーや学年全員が協力してくれたおかげ

で無事に本番を迎えることができました。戴帽

式は、看護師への決意だけではなく団結力も深

めることができました。（Ｋ・Ｎさん）

・戴帽式に向け座席をきれいに並べたり、物品

を整えたりと全員で良い戴帽式にしようと準備

しました。結果、とても良い戴帽式となりまし

た。（Ｈ・Ｆさん）

・「誓いの言葉」の作成にあたり「56回生らし

い誓いの言葉ってどのようなものだろう」と試

行錯誤し推敲を重ねました。何度も練習を重ね

戴帽式当日、全員がそろって誓いの言葉を述べ

られた時の感動と達成感は忘れられません。今

後も56回生らしく助け合いながら頑張っていき

たいです。（Ｒ・Ａさん）

・はじめは、誓いの言葉やナイチンゲール賛歌

を覚えることができるか不安でした。しかし、

戴帽式では看護師になった自分の姿を想像し心

に刻みながらしっかり「誓いの言葉」を宣誓する

ことができました。戴帽式の成功は、協力し合

った仲間と温かく見守ってくれた家族のおかげ

です。ありがとうございました。（Ｍ・Ｓさん）

・戴帽式本番までは、リーダーを中心に練習のス

ケジュールを組み立て一年生全体が自主的に頑張

ってきました。練習の度、先生方や先輩方から色々

アドバイスをもらい当日に活かすことができまし

た。これからは周りで支えてくださる方々への感謝

と戴帽式での誓いの言葉を忘れずそれぞれの理

想の看護師になれるよう頑張ります。（Ｍ・Ｔさん）

・戴帽式を終えて、これからも周りで支えてく

れている家族や友人への感謝の気持ちを忘れず

に、79人がそれぞれ抱いている理想の看護師に

なれるよう努力していきます。（Ａ・Ｋさん）

・戴帽式の一連の流れをみんなに伝えるのは難

しかったですが、56回生のみんなでどのように

動き、移動がスムーズで美しく見えるか意見を

出し合ったことが本番の成功に繋がったと思い

ます。忘れられない一生の思い出になりました。

（Ｎ・Ｋさん）

・戴帽式までに整った動きにできるか不安でし

た。しかし、早朝や放課後時には授業の空き時

間に集まり共に練習してくれた仲間のおかげで

厳かな式になったと思います。これからも戴帽

式での決意を忘れず、看護を目指す仲間と共に

精進していきたいと思います。（Ａ・Ｎさん）
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　当院に救急車で搬送される高齢者ご本人やご

家族に、あらためてこの1-2年の様子について

のお話しを伺うと、ゆっくりと体重が減ってき

ていたり、疲れやすさ，体力の衰えを感じてい

たりしていたとおっしゃる方が増えています。

その場合われわれは、救急搬送された原因疾患

や外傷の根本的治療とともに、体重減少や疲れ

やすさの原因として、まずは内服している薬物

による副作用の有無を確認し、さらにがんをは

じめとするいろいろな合併疾患の有無を調べま

す。しかし、それらには特に異常を認めずに、

根本治療とともに運動、嚥下機能のリハビリテ

ーションが進み、栄養状態が改善すると、救急

搬送前とは見違えるほど体調も表情も元気にな

って退院なさるケースも多く経験しています。

　フレイルは老化を研究する学会が2014年に提唱

したものなので、まだあまり知られていないかもし

れませんが、「さまざまな機能が衰えてきて、体がス

トレスに弱くなっている状態、ストレスに対する回

復力が低下した状態」のことを指します。「介護

が必要となる状態」と「健康」との間の期間です。

　その特徴としては、機能の低下には筋肉の量

が少なくなって起きる身体的機能の衰えだけで

なく、認知機能が低下したり心が沈んだりする

認知・心理的機能の衰え、人とのつながりが減

って閉じこもったりする社会性の衰えなど多面

性があり、それぞれが重なり合い影響しあって

いるということ、また、フレイルに早く適切な介

入をすれば元に戻る可能性があり、逆に適切に

介入しなければ生活の質を落とすだけでなく、

さまざまな合併症のために要介護状態になって

しまう状態であるということです。

　フレイルの基準には、さまざまなものがあり

ますが日本版のJ-CHS基準には5項目あり、3項

目以上該当するとフレイル、1または2項目だけ

の場合にはフレイルの前段階であるプレフレイ

ルと判断します。(表１)

新しい概念「フレイル」とは？：その特徴・予防と対策について第21回
救命救急センター長　古谷　良輔

表1　フレイルの評価（J-CHS基準）

特 集 － 医 師 が 語 る 疾 患 －

　フレイルになると、ストレスに弱い状態になっ

ているので、風邪をこじらせて肺炎を発症した

り、転倒して打撲や骨折をしたりする可能性が

あります。また、入院すると環境の変化に対応で

きずに、一時的に自分がどこにいるのかわから

なくなったり、自分の感情をコントロールできな

くなったりすることもあります。転倒による打撲

や骨折、病気による入院をきっかけにフレイル

から寝たきりになってしまうこともあります。

　フレイルの状態に、家族や医療者が早く気付き

予防や対応をすることができれば、フレイルの状態

から健常に近い状態へ改善したり、要介護状態に

至る可能性を減らせたりする可能性があります。

　フレイル予防は多面的であることが必要です。

「栄養」「運動」「社会参加」この3つが柱です。

さらに「薬で寝たきり」を回避することです。蛋

白質とビタミンDの摂取を十分に行い、毎日意識

して身体を動かすことが大切です。自分にでき

そうな簡単な筋トレをとりいれることも筋力維持

につながります。そして社会参加です。趣味の活動

などに参加することは、外出の機会が増え身体

を動かすことにつながりますし、仲間とおしゃ

べりを楽しむことで、気持ちが明るくなる効果

も期待できます。また、ワクチンなどによる感染

予防に留意し、かかりつけ医や薬局と相談し内

服薬種類や量の見直しなども考慮して下さい。

評価基準

6ヶ月で2-3kg以上の体重減少

握力：男性＜26kg、女性＜18kg

（ここ2週間）訳もなく疲れたような感じがする

通常歩行速度＜1.0m/秒

①軽い運動・体操をしていますか？

②定期的な運動・スポーツをしていますか？

上記の2つのいずれにも「週に1回もしていない」と回答

項目

体重減少

筋力低下

疲労感

歩行速度

3つ以上該当：フレイル、1～2つ該当：プレフレイル

身体活動
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　横浜医療センターでは、平成28年より入院調整センター（PCC：Prehospital Coordinate Center ）を

開設し今年で3年目になります。

　入院調整センターは、入院が決定した患者さんが、安心して入院できるように、入院前から介入す

る部署として設置されました。手術を目的に入院される患者さんは、「手術を受ける」という人生の

大きなイベントに対して不安を抱き緊張もされていると思います。入院調整センターでは、各科の医

師・麻酔科医師・看護師・薬剤師管理栄養士そして地域医療連携室がお互い連携を取り介入させてい

ただき、少しでも安心して入院準備できるように努めています。現在は、脳神経外科・整形外科・泌

尿器科・外科・婦人科の手術を受けられる患者さんを対象としておりますが、少しずつ対象患者さん

を拡大していく予定です。

　入院調整センターの各々の役割紹介

　「麻酔科医師」は

　　・麻酔に関する説明と診察を行います。

　「看護師」は

　　・入院中の生活や予定を「パス（右下の写真）」にそって説明をします。

　　・入院や手術に必要な物品などを説明します。

　「薬剤師」は

　　・服薬中のお薬の内容や内服状況を確認します。手術や検査に伴い、中止するお薬を確認しています。

　「管理栄養士」は

　　・入院前の食事状況や、治療上必要な制限などの確認を行います。

　　　必要によっては食事内容等の案内をします。

　「地域医療連携室」では

　　・ソーシャルワーカーは介護保険や施設など社会資源のご案内や相談をします。

　　・退院調整看護師は入院前から退院に向けての援助を行います。

職員リレー紹介●連載●

入院調整センター（PCC）の紹介第20回
地域医療連携係長・ＰＣＣ看護師長併任：清水　太郎

入院・手術の様々な説明用紙

PCCスタッフ

「パス」：入院中の予定が一目でわかる表です。
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お 知 ら せ コ ー ナ ー

＜健康チェック＞　　

　横浜医療センターでは、例年夏休みを利用して高校生一日看護体験を企画しています。高校生が

看護師と一日行動を共にし、患者さんと直接ふれあい看護を体験することによって、看護に関心と

理解を深める機会となっています。今年度は7月24日に開催し、神奈川県内の高校生28人の方が参加

して下さいました。

　病院を訪れるのが初めての高校生が殆どだったようで緊張されていましたが、制服から白衣に着

替え髪を整えた頃から皆さんの表情が和らぎ高校生同士の会話も聞こえてきました。ほとんどの参

加者が将来は看護師希望で、看護学校の教育主事による看護学校紹介を真剣に聞いていました。院

内見学では色々な職種の職員が仕事をしている様子を身近で見てもらいました。健康チェックでは

お互いに血圧・体温・酸素飽和度を測ってみました。「正常な値はどれくらいですか」と積極的に

質問していました。昼食後は、いよいよ病棟に行って看護体験。患者さんと話をしたり、車いすを

押したり洗髪したり様々な経験をしてもらいました。2時間という短い時間でしたが、看護体験が終

わる頃にはまるで看護学生の実習のような充実感で生き生きした表情でした。

　最後に病棟看護師と共に意見交換会。「専門学校で学んで立派な看護師になりたい」「看護師に

なれるように勉強を頑張ろうと思った」など頼もしい発言が聞かれました。看護師への夢に一歩近

づいてくれたのではないかと微笑ましく思いました。

　後日、参加した高校生から「今回の経験を活かし看護師への夢を実現できるよう一層学業に励み

たい」という嬉しいお手紙をいただき、看護師になる夢の後押しにつながったのかなと自負してお

ります。

高校生一日看護体験を行いました！ ～看護師になる夢への後押し～
副看護部長　幸阪　貴子

看護師になりたいと思ったか 26

とても思う

2

思う

〈一日のスケジュール〉

〈アンケート結果〉
Q：参加して看護師になりたいと思いましたか？

時　　間 内　　容
9：00～10：00 受付・更衣
10：00～10：15 オリエンテーション
10：15～10：30 病院・看護部の紹介
10：30～11：00 看護学校紹介
11：00～11：30 病院見学、インフォメーション
11：30～12：00 健康チェック　自己測定
12：00～13：00 昼食
13：00～15：00 看護体験
15：00～16：00 意見交換・アンケート記入
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診療内容：眼科診療一般

　当院は昭和61年（1986年）6月に戸塚駅西口に開院し

ました。写真①は当時のものでゴミゴミした西口通り

商店街の一角の小さな医院でした。因みに隣は煙の多

い焼鳥屋さんです。戸塚駅西口は長年掛かって再開発

され、当院も平成11年に戸塚駅東口への移転を余儀な

くされ、新しく大きく生まれ変わりました。写真②は

移転直後の写真です。

　以後19年が経過し、外観や、基本的なレイアウトは変

わりませんが、何度かの最新検査機器への更新を繰り

返しております。しかし変わらないものがあります。そ

れは「患者様が安心して受診し、相談できる地域に根差

した医療を行いたい」という私のモットーとそれに共

感し、心を一つにして支えてくれるスタッフ達です。

　現在の医学、医療機器の進歩は目覚ましく、それに

目を向け、勉強し続けなければいけないと思います。

しかし、医療の根源は人と人、心と心の繋がり（信頼

関係）にあると常々感じております。開院以来、30数

年が経ち、2代、3代、最近は4代目と来院して下さる患

者様もおられ、まるで家族のようなつながりを感じて

おります。

　横浜医療センターの先生方には、国立横浜病院時代

からのお付き合いで本当にいつもお助け頂き感謝いた

しております。当院も微力ながら眼のホームドクターとして、地域の皆様の健康のお役に立てますように努力して参

ります。今後ともよろしくお願いいたします。

診療時間

  9:00～12:00
月 火 水 木 金 土 日祝
◎ ◎ ◎ － ◎ ◎

【休診日】木曜日、日曜日、祝日

－
14:00～17:30 ◎ ◎ ◎ － ◎ － －

院長　安藤　匡子

右から2番目安藤院長　スタッフ他3名

写真① 写真②



平成30年11月1日～

独立行政法人
国立病院機構
独立行政法人
国立病院機構

◆編集後記◆

　やっと過ごしやすい「秋」になりました。朝晩寒いと感じる日が多くなってきた今日この頃、体調管理に十分注意

して、食欲の秋、スポーツの秋、読書の秋・・・・色々な秋を楽しんでください。 （M・M）


